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4  八王子市の取組

重層的支援体制整備事業の実施　 　

　 八王子市では、 令和 3 年度から 重層的支援体制整備事業を 実施し ています。 その中の包括

的相談支援事業では、 地域住民の身近な相談窓口である「 はちまるサポート 」 を中心に、 属性

や世代、 相談内容に関わら ず包括的に相談を受け止め、 関連する支援機関同士が連携をと り な

がら 支援を行っ ています。 また、 複雑化・ 複合化し た課題を抱えている事例に対し ては、 多機

関協働事業において課題をアセスメ ント するほか、 支援会議の活用などにより 庁内部署と 支援

機関が連携し 、 役割分担や支援の方向性を整理し ています。

ひき こ も り 支援部会の開催

　 令和３ 年４ 月に立ち上げた「 ひき こ も り 支援部会」 では、 家族会、 支援機関、 庁内部署が一

堂に会し て相互連携を深め、 ひき こ も り の状態にある方の社会的自立を推進するための、 市の

ひき こ も り 支援の在り 方について検討し ています。

ひき こ も り 相談窓口の明確化・ 周知

　 当事者や家族が必要な際に相談でき るよう 、ひき こ も り に関する相談窓口を「 はちまるサポー

ト （ 全年齢を 対象）」 と 「 子ども 家庭支援センタ ー（ 1 8 歳未満を対象）」 と し 、 リ ーフ レ ッ ト

の配布や市ホームページへの掲載により 周知を行いまし た。

　 はち まる サポート は、 地域の身近な相談窓口と し て市内に 1 1 か所（ 令和 5 年 1 月時点）

設置さ れており 、 コ ミ ュ ニティ ソ ーシャ ルワーカ ーが対面や電話により 相談に対応するほか、

当事者が相談窓口に出向く こ と が難し い場合は、 訪問支援（ アウト リ ーチ） を通し て、 当事者

や家族と 信頼関係を構築し ながら 、 個々の状況に応じ た継続的な支援を行っ ています。

市民フ ォ ーラ ムの開催

　 令和 4 年度に重層的支援体制整備事業の一環と し て、 地域共生社会に関する 市民フ ォ ーラ

ムを 2 回開催し 、学識経験者による講演や地域団体・ はちまるサポート のコ ミ ュ ニティ ソ ーシャ

ルワーカ ーの支援活動報告を 通し て、 ひき こ も り や 80 5 0 問題について地域住民の理解が進

むよう 周知・ 啓発を行いまし た。
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5  町田市の取組

町田市保健所を中心と し たネッ ト ワーク の構築　 　

　 町田市では、 町田市保健所において、 当事者や家族の相談・ 支援を 行っ ています。 平成 24

年度から 平成 2 8 年度までの５ 年間は、「 まち だ未来づく り プラ ン 」 の重点事業と し て、 ひき

こ も り 者支援対策推進事業に取り 組みまし た。

　 また、 平成 2 6 年度から は、 保健医療、 福祉・ 居場所、 就労、 教育の各分野の関係機関が参

加し「 ひき こ も り ネッ ト ワーク 会議」を開催し ています。 こ の会議では事例検討やグループワー

ク を行い、 関係機関の相互理解や連携を深めています。

　 平成 28 年度には、関係機関と 共に「 町田市ひき こ も り 者支援イ メ ージ図」 を作成し まし た。

保健医療、 福祉・ 居場所、 就労、 教育などの分野ごと に利用でき る社会資源をまと めたも ので

あり 、 市民が相談する際に活用さ れています。

当事者・ 家族向けのグループワーク 　 　

　 町田市保健所では、 当事者及び家族向けのグループワーク を定期的に開催し ています。

　 当事者向けのグループワーク （ マンボウ） は、 回復途上にあるひき こ も り の状態にある当事

者が、 安全な環境で他の参加者と 交流や活動を重ね、 社会参加の足がかり と し ての活動を毎週

行っ ています。

　 家族向けのグループワーク は、 親自身が、 当事者と のコ ミ ュ ニケーショ ンや対応方法を振り

返り 、 親子関係や夫婦関係の課題について考え、 当事者の回復に向けての気付き を得る場と し

て活動を行っ ています。

　 グループワーク を実施するこ と により 、 当事者・ 家族が相談し やすい環境づく り を行う と と

も に、 グループダイ ナミ ッ ク スを生かし た支援を行っ ています。
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【 町田市ひき こ も り 者支援イ メ ージ図】（ 表面）　

【 町田市ひき こ も り 者支援イ メ ージ図】（ 裏面）　 　

※各機関の活動内容は変更し ている場合があり ます。
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6  日野市の取組

ひき こ も り に関する支援　 　

　 日野市では、 ひき こ も り の状態にある方やその周囲の方が早期より 相談し やすい環境を整え

るこ と を大切に考えています。

　 そのため、 対面だけではなく オンラ イ ンによる個別相談会や、 土曜日に開催する出張個別相

談会等、 様々な形で相談会を開催し ています。

　 日野市のひき こ も り に関する窓口であるセーフ ティ ネッ ト コ ールセンタ ーは、「 福祉の初期

総合相談窓口」 であるため、 ご本人やそのご家族が複合化し た課題を抱えている場合でも 、 関

係部署や関係機関と の連携をスムーズに行う こ と ができ ます。

　 他に、 ひき こ も り についての理解を深めるための情報や、 当事者の経験談など、 役に立つ情

報を発信するセミ ナーの開催、 安心・ 安全な場所で自由に過ごし 、 人や社会と 交流するこ と が

でき る居場所の開催など、 ひき こ も り と いう 生き 方をと も に考え、 生き づら さ の解消に努めて

います。
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「 ひき こ も り 相談受付票」 の活用　 　

　 日野市では、 相談の初回受付はセーフ ティ ネッ ト コ ールセンタ ー職員で行い、 具体的な相談

支援は委託先の専門の相談員が対応し ています。

　 最初の窓口で正し い情報の聞き 取り を行う こ と ができ ると 、 その後の支援をスムーズに行う

こ と ができ ますが、 様々な状況の中で初めて窓口にいら っ し ゃ る方から 正し い情報を聞き 取る

こ と は非常に困難です。 そのため、 誰が対応し ても 必要な情報の聞き 取り ができ る よう 、「 ひ

き こ も り 相談受付票」 を用いて相談を受け付けています。

　 こ の様式は委託先の社会福祉士の資格を持つ相談員に相談し ながら 、 随時バージョ ンアッ プ

し ています。

広報活動

　 日野市がひき こ も り に関する様々な支援を 行っ ているこ と や、 その他ひき こ も り に関する情

報を 必要な方に届けるこ と は非常に大切です。 そのため、 複数の媒体を 使用し て広報を行っ て

います。

日野市ホームページでは、 個別相談の予約状況を 随時更新し たり 、 ひき こ も り に関する情報の

発信を 行っ たり し ています。 また、 LIN E や Tw it te r 等の SN S やデジタ ルサイ ネージ、 チラ シ

による情報発信も 行っ ています。 チラ シは各市内図書館、 スーパー、 学校、 病院、 精神保健福祉

センタ ーに設置し ているほか、 市内を 運行し ているコ ミ ュ ニティ バス内にも 掲示をし ています。

「 日野市ひき こ も り 家族会」

　 日野市では、 特定非営利活動法人 KHJ 全国ひき こ も り 家族会連合会の協力の下、 家族会を

立ち上げまし た。

　 家族会は、 ひき こ も り 当事者及びその家族や支援者が懇談会形式で自由に想いを 語り 合い、

交流する居場所になっ ています。 居住地問わずご参加いただけます。

　 また、 ひき こ も り セミ ナーを市と 家族会が共催で開催し ています。
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7  国立市の取組

ひき こ も り 施策のコ ーディ ネート 部門　 　

　 国立市では、1 8 歳未満は「 く にサポ（ 子ども 家庭部）」 で、1 8 歳以上は「 ふく ふく 窓口（ 健

康福祉部・ 生活困窮者自立相談支援機関）」 で相談を 受け付けています。 個別対応の他、 各専

門機関、 専門窓口へおつなぎし ています。

国立市ひき こ も り 家族会「 こ こ から 」

　 平成 3 0 年４ 月に国立市社会福祉協議会が家族

会を 立ち 上げ、 初年度の家族会参加者の中から 、

家族会自主運営に携わっ てく れる ご家族と 地域の

支援者で世話人会が発足し まし た。 当事者や専門

家を お招き する 勉強会を 行い、 勉強会の感想や日

常の思いを 分かち 合う 「 定例会」 と 、 少人数での

んびり お話を する癒し の場である「 家族の居場所」

を 開催し ています。 参加者は市内在住者に限り ま

せん。
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生き づら さ を抱えた方の居場所「 から ふら っ と 」　 　

　 令和 2 年 8 月より 「 ひき こ も り など生き づら さ を抱えた方たちの日中の居場所を 作り たい」

と いう 提案をき っ かけに作ら れた当事者会です。 国立市社会福祉協議会が協力し て開催し てい

ます。 日中の居場所と いう 目的で開かれ、 陶芸・ ゲーム部・ 地域のごみ拾い活動を 行っ たり 、

農園を借り て当事者に生産から 販売まで関わっ ても ら っ ています。 また、 家族会と 共同主催で

講演会も 実施し ています。
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8  大島町の取組

若者自立サポート ステーショ ン「 ロケッ ト 」　 　

　 当事者の居場所と し て、 若者自立サポート ステーショ ン「 ロケッ ト 」 を設置し 、 毎週活動し

ています。

　 　

支援の対象者： おおむね 18 歳から 49 歳までの当事者

　 　 　 　 　 　 　 ※民生委員から の情報をも と に支援の対象者を拡大

支援の内容： 対象者に合っ た支援方法を提供

　 　 　 　 　 　 屋内作業（ 看板製作、 ミ シン作業等）、

　 　 　 　 　 　 屋外作業（ 個人農園での農業体験） など

活動事例

看板製作 置物制作

ミ シン作業 ミ シン作業の作品


